
明石小学校の建築
復興小学校のデザイン思想

関東大震災の
復興事業でつくられた
モダンな小学校と
まちの記憶

われわれが学べることが込められているという点で、
明石小学校をはじめとする復興小学校は、
今でも新しいのである。
（まえがきより）
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石小学校校舎は、「復興小学校」の
一つとして、1926（大正15）年に建てられた。

復興小学校とは、1923（大正11）年に起こった関東大震災の帝都復興計
画の一環として建てられた鉄筋コンクリート造の小学校を指し、当時の最先端
の建築技術を駆使して117校が設計された。

石小学校校舎は、復興小学校の中でも最古の校舎で、表現主義的なデ
ザイン、最新の建築構造、震災による経験から導き出された建築計画な

ど、現在の目で見ても高い水準をほこる建築であった。校舎は2010年に取り壊
されてしまったが、その思想を後世に残すために本書を企画した。

書では、明石小学校校舎について、建築的な意義を中心に、建築計画、
建築史、教育史、社会史の観点から詳しく解説。現代のまちづくり、建築、

教育について考えることの出来る構成。執筆者は明石小学校の保存運動にか
かわった建築家、研究者、卒業生があたった。
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